
ICC Cloud Gmailから他のメールアドレスへメール転送する方法  

1. 情報基盤サービス（https://iiss.tufs.ac.jp/ja/）を開き「サインイン」をクリックします。 

2. OPENAMへのサインイン画面が表示されるので、ご自身の TUFS-ICC ID と青パスワードを 

入力しログインします。 

 （※MOEや大学情報データベースにログインする際のユーザーアカウント、パスワードと同じです） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 情報系サービスの「ICC Cloud Gmail」のバナーをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. Gmailへログインした画面の右上に「ICC Cloud Gmail」のバナーがあることを確認します。 

 

 

 

5. 右上にある設定アイコンをクリックし、[すべての設定を表示] を選択します。 

 

 

 

TUFS-ICC ID 

https://iiss.tufs.ac.jp/ja/


6. [転送] タブをクリックし「転送先アドレスを追加」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 転送先のメールアドレスを入力し「次へ」をクリックします。 

 

 

8. 転送先アドレスの確認画面が表示されますので「続行」をクリックします。 

※スマートフォンで本学メールアドレスを閲覧している場合は右の本人確認画面が表示される場合があり

ます。その際はスマートフォン側でも操作してください（※表示された番号をタップ、コード入力等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 「転送先アドレスを追加」の画面が表示されたら「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

本人確認画面 例1 本人確認画面 例2 



10. 手順 7で転送先に指定したメールボックスの中より、以下のメールを開きます。 

差出人：東京外国語大学 チーム <forwarding-noreply@google.com> 

件名：（東京外国語大学の転送の確認 ＊＊＊@tufs.ac.jpからメールを受信 

メール内のリクエストされたリンク先    をクリックします。 

※画面は個人利用している Gmailで確認メールを開く時の例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. ICC Cloud Gmailを開きブラウザの更新ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 「転送を無効にする」にチェックが入っているので、「受信メールを」にチェックを入れ、 

転送先メールアドレスを選択（または入力）し、「東京外国語大学メールのメールを受信トレイに残す」を 

選択してから「変更を保存」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


